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　ようやく仕事から解放され夢と希望？をもち「さて第二の人生をどのように過ごしてゆこうか」と考えていた矢
先、とんでもない突然の不幸が我が家を襲いました。
　精一杯仕事に励み、誰に対しても優しくて温かい心で接していた息子。元気でスポーツマンだった息子が病にた
おれてしまいました。信じられない、信じたくない気持ちでいっぱいでした。本人はなおさらの事、無念な気持ち
は計りしれません。人生なんて何が起こるかわからない。私自身いまだショック状態が続いています。最愛なる息
子が私に残してくれた言葉の中に「元気で前向きに生きて欲しい」
折にふれてその言葉と楽しかった思い出がよみがえります。後を振りかえってばかりもいられない。そう思えるよ
うになりました。
　「息子の意思に応えなければ」
　そんな時以前看護学校で教養として学んだ心理学をもう一度勉強したいと思いました。この大学に科目等履修生
の制度が有ると知り申し込みました。
　初日に教室の場所を聞いた学生さんは中国からの留学生の人でした。流暢な日本語に中国の人とは思いませんで
した。多くの留学生がいる事を知りました。
　何度か通学しているうちに、心の余裕もできました。ゆっくりと大学の周りを見渡せば緑が多く自然豊か。奥の
ほうに足をのばせば先人達の石碑が残されている。私にとってはかつて息子が高校野球で活躍した悠久山球場がす
ぐそばにある。春には桜を楽しめる公園。講義中にふとそんな情景を想い浮かべなつかしんでいます。
　前期は旅行が大好きだったので観光経済論。今迄旅行といえば車中で友人達と話に夢中になりお土産を買い風景
を楽しむ。その土地の美味しいものをいただく。その行動が講義を受けていると経済に結びつく事。施設自体も多
くの問題をかかえながら理論的な根拠に基づき苦労してたち上がった事。知らないことばかりでした。改めて学問
の幅の広さの一端を垣間見た思いがしました。試験の時は想像以上に鉛筆をもつ手が震えしばらく書けませんでし
た。試験を受けるのは看護師の国家試験以来でした。
　後期はいよいよ心理学。心理学の範囲の広さと専門用語のむずかしさを痛感。毎回宿題のドリルもあり本を調べ
て勉強。用語の意味や内容がなかなか理解できず苦労して解けた時は感激です。ある日講義中にふと先生がおっし
ゃいました。「みんなの席のとり方はおもしろいな」と。確かに教室の中は不自然な空間ができていました。私は
いつも講演会等に参加する時は、はっきりと話が聞けよく見える所でと思い前の席にしています。何気なく席をと
る行動も他人との距離を考えた意思行動なのでしょうか。後期の講義も終了。受講してみると張り合いが出来楽し
かったです。
　若い学生さんと一緒に学べることは、亡き息子が私の背中をおして応援してくれているからだと思います。
　悠久祭で元気な学生さん達を見ていたら、何年か前には東京で息子も大勢の仲間達と共に大学生活を楽しんでい
たんだろうなあと思いました。
　そしてかつての職場でみんなから「ヨン様に似ている」と言われ照れていたあの優しい笑顔で「ヘタな原稿を投
稿するつもり、お母さん」なんて言っている声が今にも聞こえてくるようです。
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